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第16回 グリーンコープ
地域運動交流集会

託送料金訴訟 記者会見

イチオシ！ エコシュリンプ

連合会・共同体委員会紹介③
共同体組織委員会

別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載

８

７

４・５

６

「賠償負担金」と「廃炉円滑化負担金」を
経済産業省令によって託送料金に上乗せすることは

違法であることを、裁判で問うていきます
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
所
づ
く
り
と
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

で
ん
き
」
の
共
同
購
入
事
業
を
す
す
め
る
中
、
電
気
の
小
売
事
業
者
が
電
線
の
使
用
料
と

し
て
大
手
電
力
会
社
に
支
払
う
「
託
送
料
金
」
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
９
月
４
日
、
原
発
に
か
か
る
「
賠
償
負
担
金
」
と
「
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
」

を
託
送
料
金
に
上
乗
せ
し
て
回
収
す
る
こ
と
が
、
国
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
経
済
産

業
省
令
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
１
日
よ
り
徴
収
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
15
日
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
こ
の
事
実
の
違
法
性
を
問
う
た
め
に
、
国
を
相
手
に

提
訴
し
ま
し
た
。
訴
訟
を
と
お
し
て
広
く
社
会
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
提
訴
当
日
に
行
っ
た
記
者
会
見
の
様
子
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

10月15日午後、訴状を届けるため、弁護団とともに福岡地方裁判所に向かう組合員

　

私
た
ち
・
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
は
、「
人
間
の
生
命
と
原

発
は
共
存
で
き
な
い
こ
と
」

を
強
く
意
識
し
、
心
か
ら
原

発
の
な
い
社
会
を
実
現
し
た

い
と
願
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
行
う

電
気
事
業
は
、
電
気
を
使
う

人
が
主
体
と
な
っ
た
事
業
で

あ
り
、
経
済
優
先
で
は
な
く
、

生
命
に
寄
り
添
っ
た
事
業
だ

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
視
点
で
事
業

を
行
う
中
、
２
０
１
６
年
９

月
８
日
の
新
聞
で
「
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
費

用
や
事
故
の
賠
償
費
用
を
、

電
力
の
自
由
化
以
降
に
事
業

を
は
じ
め
た
新
電
力
事
業
者

に
も
負
担
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
趣
旨
の
内
容
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
報
道
に
よ
っ

て
、
新
電
力
事
業
者
が
大
手

電
力
会
社
に
「
託
送
料
金
」

を
支
払
う
と
い
う
仕
組
み
が

あ
る
こ
と
、
経
済
産
業
省
が

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
電
線

使
用
料
と
は
全
く
関
係
な
い

「
賠
償
負
担
金
」
と
「
廃
炉
円

滑
化
負
担
金
」
を
託
送
料
金

に
上
乗
せ
す
る
こ
と
を
決
め

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
食
べ
も
の
の

中
味
を
確
か
め
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
電
気
料
金
の
仕
組

み
や
託
送
料
金
と
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
本
来
電
線
使
用
料
で
あ

る
は
ず
の
託
送
料
金
の
中
に

原
発
に
由
来
す
る
経
費
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
、

電
気
に
関
し
て
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
ま
り
に
多
く
、

本
当
は
電
気
を
使
っ
て
い
る

者
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き

こ
と
な
の
に
知
ら
な
い
で
過

ご
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に

呆
然
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

は
ち
ゃ
ん
と
知
り
た
い
と
考

え
、
３
年
を
か
け
て
、
九

州
・
中
国
・
関
西
エ
リ
ア
の

約
40
万
人
の
組
合
員
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
検
討
し
、
こ
の
た
び
訴

訟
に
踏
み
切
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
、
経
済

産
業
省
や
旧
一
般
電
気
事
業

者
（
大
手
電
力
会
社
）
に
お

願
い
や
お
問
い
合
わ
せ
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の

思
い
が
通
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
残
さ
れ
た

手
段
と
し
て
の
訴
訟
で
あ
る

こ
と
を
、
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
訴
訟
の
背
景
に
は
、

私
た
ち
組
合
員
の
原
子
力
発

電
所
に
対
す
る
た
く
さ
ん
の

問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。「
原

発
の
電
気
は
安
い
と
し
な
が

ら
、
な
ぜ
原
発
の
費
用
を
電

線
使
用
料
に
含
め
る
の
だ
ろ

う
か
」「
二
つ
の
負
担
金
の

託
送
料
金
へ
の
上
乗
せ
は
、

原
発
を
擁
護
す
る
策
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
な
ど
で
す
。

こ
う
し
た
電
気
を
利
用
す
る

生
活
者
の
純
粋
な
疑
問
を
解

決
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
が
考
え
る
き
っ
か

け
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

届
か
な
か
っ
た

国
民
と
し
て
の
思
い

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
こ

れ
ま
で
３
年
以
上
を
か
け
て

託
送
料
金
問
題
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
２
月
12
日
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
共
同
体
は
臨
時
社

員
総
会
を
開
催
し
、
こ
の
問

題
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る

た
め
、
国
と
大
手
電
力
会
社

を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
す
こ

と
も
辞
さ
な
い
こ
と
を
可
決
。

そ
の
後
も
経
済
産
業
省
と
大

手
電
力
会
社
に
、
何
と
か
上

乗
せ
を
思
い
止
ま
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
要
請
を
続
け
ま

し
た
が
、
思
い
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

原
発
の
問
題
を
多
く
の
人
が

自
分
ご
と
と
し
て

考
え
る
き
っ
か
け
に

　

10
月
15
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
心
配
さ

れ
る
中
、
対
策
を
講
じ
て
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く

お
か
の
組
合
員
を
中
心
に
、

総
勢
50
人
が
福
岡
地
方
裁
判

所
前
の
公
園
に
集
結
し
ま
し

た
。
訴
訟
に
向
か
う
意
気
込

み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
横
断
幕

を
掲
げ
な
が
ら
、
訴
状
を
届

け
る
た
め
に
福
岡
地
方
裁
判

所
に
向
か
い
ま
し
た
。
当
日

午
後
、
訴
状
は
裁
判
所
に
無

事
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
訴
後
に
行
っ
た
記
者
会

見
に
は
多
く
の
報
道
機
関
が

詰
め
か
け
、
張
り
詰
め
た
空

気
の
中
、
原
告
と
弁
護
団
が

会
見
に
臨
み
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き

の
熊
野
会
長
は
、
会
見
の
冒

頭
、
国
民
が
気
づ
か
な
い
間

に
原
発
や
大
手
電
力
会
社
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
事
実
を
明

ら
か
に
し
、
原
発
の
こ
と
に

つ
い
て
多
く
の
人
が
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
た
い
と
力
強

く
訴
え
ま
し
た
。

６面に関連記事を掲載

（一社）グリーンコープ共同体
代表理事

（一社）グリーンコープでんき
会長

熊野 千恵美さん

電
気
を
利
用
す
る
生
活
者
と
し
て
、

事
実
を
知
り
、
疑
問
を
解
決
し
た
い

い
の
ち

「託送料金訴訟」を支えていくために
多くの賛同者を募ります

賛助会員の申し込み方法
①分割払い 毎月の商品代金と一緒に引

き落とし

1295 「託送料金訴訟を支える会」
賛助会員
年会費1口 3,000円
（毎月250円の分割払い）

②一括払い お申し込みいただいた月の商
品代金と一緒に引き落とし

1296 「託送料金訴訟を支える会」
賛助会員
年会費1口 1,000円
（一括払い）

託送料金を問う－原発のない社会をめざして(その6）

※

各
省
の
大
臣
が
所
管
の
行
政
事
務
に
つ
い
て
発
す
る
命
令

※

（1）  第 434 号  （2020 年 12月 1日）
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みどりの地球を
みどりのままで
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グリーンコープ生協ふくおか
中部地域 理事長
木室 裕子

　新型コロナウイルスが出現して半年以上。
すっかり新しい日常が身についてきたこの頃で
ある。新型コロナが流行りだした頃に「コロナ
からの手紙」というものを見た。地球は人間
に囁いたが耳を貸さなかった。話したけど聞か
なかった。叫んだが耳を塞いだ。そしてコロナ
は生まれた。というような内容だ。これを読ん
だ時に本当にその通りだと思った。経済活動が
ストップした後、川には魚が戻り、大気汚染は
軽減した。これまで人間はどれだけ地球を汚し
てきたのだろう。地球温暖化が進み、台風は
巨大化し、世界各地では山火事が多発してい
る。私達の生活をひと昔前に戻してもよいので
はないだろうか。今以上に便利な生活を求める
必要はあるのだろうか。そんなことを考えなが
らＵＮ→ＤＯを通して我が家の生活を見直して
いる。

9月に実施した「ゲノム編集食品
に関するアンケート」に、たくさ
んの回答が寄せられました。ご
協力ありがとうございました。
最終回答枚数は、69,198枚、
回収率は23.91％でした。アン
ケート結果を報告します。

アンケートの目的とねらい

アンケート結果

　食べものを守るという観点から、農作物の源である種子の問
題「種苗法の改定」について、グリーンコープでは強い懸念を
抱いています。現在国会で審議されているこの問題について、
みんなで注目し、考えていきましょう。

　様々なご意見をいただきました。各生協で集約し、今後の活
動に活かしていく予定です。

みんなの声を集めて、これからも「ゲノム編集食品」と
「種苗法改定」反対の運動を力強く進めていきましょう！

ホームページの「共生の時代」アーカイ
ブで種子をめぐる問題についての記事を
掲載しています。

　

日
本
は
、
世
界
最
大
の
遺
伝
子
組
み
換
え
（
以
下
、

Ｇ
Ｍ
）
作
物
の
輸
入
国
で
す
。
食
用
油
や
飼
料
の
原
料

と
し
て
輸
入
し
て
い
る
ナ
タ
ネ
や
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
大
半
が
Ｇ
Ｍ
作
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の

港
に
輸
入
さ
れ
た
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
が
、
輸
送
途
中
に
こ
ぼ

れ
落
ち
て
自
生
し
、
Ｇ
Ｍ
汚
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
２
０
０
５
年
か
ら
毎
年
、
自

生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全

国
各
地
で
も
遺
伝
子
組
み
換
え
に
反
対
す
る
生
協
な
ど

の
団
体
が
、
調
査
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
の
調

査
報
告
会
と
全
国
の
報
告
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
報
告
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
16
年
目
を
迎
え
た
調
査
は
、
14

生
協
が
参
加
し
、
２
３
４
ヵ
所
を
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
つ
の
エ
リ

ア
で
遺
伝
子
組
み
換
え
の
陽
性
反
応
を

示
す
ナ
タ
ネ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
当
日
は
、
抜
き
取
り
活
動
の

様
子
の
ほ
か
、
Ｇ
Ｍ
作
物
飛
散
防
止
の

取
り
組
み
や
、
学
校
給
食
に
Ｇ
Ｍ
作
物

を
使
わ
な
い
よ
う
行
政
な
ど
に
要
望
を

届
け
る
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら

な
い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
代
表
の
天
笠

啓
祐
さ
ん
の
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

2020年度 グリーンコープ自生ＧＭナタネ汚染調査報告会 9月28日 オンライン報告会 主催：グリーンコープ共同体

　

兵
庫
県
に
は
輸
入
ナ
タ
ネ
の
水
揚
げ
日
本

一
の
神
戸
港
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
自
生
Ｇ

Ｍ
ナ
タ
ネ
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
採
取
し
た
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
５
検

体
中
２
検
体
に
、
バ
ス
タ
耐
性
の
陽
性
反
応

が
出
ま
し
た
。
以
前
の
検
査
で
陽
性
が
出
た
、

神
戸
市
の
同
じ
場
所
で
採
取
し
た
２
検
体
は

ど
ち
ら
も
陽
性
で
し
た
。
油
脂
製
造
工
場
周

辺
以
外
で
も
、
運
搬
中
の
ナ
タ
ネ
の
こ
ぼ
れ

落
ち
な
ど
に
よ
り
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
他
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
植
物

と
の
交
配
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
自
生
Ｇ

Ｍ
ナ
タ
ネ
は
で
き
る
限
り
、
抜
き
取
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
神
戸
市
以
外
の

地
域
の
調
査
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
遺
伝
子
組
み
換

え
の
問
題
が
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

ひょうご

　

今
年
度
は
41
ヵ
所
で
抜

き
取
っ
た
検
体
の
中
か
ら
、

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
耐
性
が

３
本
、
バ
ス
タ
耐
性
が
12

本
の
陽
性
反
応
が
出
ま
し

た
。
貴
重
な
遺
伝
子
組
み

換
え
で
な
い（
ｎ
ｏ
ｎ‐

Ｇ

Ｍ
）ナ
タ
ネ
を
栽
培
し
て

い
る
遠
賀
町
の
隣
の
水
巻

町
で
も
、
初
め
て
陽
性
反

応
が
出
ま
し
た
。

　

九
州
で
唯
一
の
輸
入
ナ

タ
ネ
の
水
揚
げ
港
で
あ
る

博
多
港
の
箱
崎
ふ
頭
で
は
、

毎
年
陽
性
反
応
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
４
月
に
は
、

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今

年
度
も
熊
本
県
と
県
内
市
町

村
に
対
し
て
「
遺
伝
子
組
み

換
え
ナ
タ
ネ
の
定
期
的
な
監

視
、
調
査
、
飛
散
防
止
の
た

め
の
指
導
」
と
「
学
校
給
食

へ
の
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

不
使
用
」
を
求
め
る
署
名
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
昨

年
署
名
を
届
け
た
時
に
菊
池

市
か
ら
は
、
学
校
給
食
の
食

用
油
を
、ｎ
ｏ
ｎ‐

Ｇ
Ｍ
Ｏ
の

ナ
タ
ネ
油
へ
切
り
替
え
て
い

く
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
天
草
市
か
ら
も
「
学

校
給
食
物
資
納
入
に
つ
い
て
、

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を
使

用
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
受

け
付
け
な
い
」
と
、
嬉
し
い

返
答
が
届
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
行
政
と
情
報
を
共
有
し
、

連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

県
道
７
２
２
号
線
沿
い
に

自
生
し
た
ナ
タ
ネ

抜き取ったナタネ

昨年、アースデイ（地球環境について考
える記念日）から父の日までを、ｎｏｎ
‐ＧＭＯ強化月間と位置づけることを
確認。たくさんの方が考えるきっかけと
なるよう、遺伝子組み換え反対運動の
ポスターをふくおかで作成しました。

ワーカーズ19名で2642本
の自生ナタネを抜き取りまし
た。

「ラウンドアップ」「バスタ」は共に除草剤。遺伝子組み換
えにより、これらの除草剤に耐性を持つナタネはこの検査
で陽性反応を示す。

2020年の調査について、全国の団体から報告が
ありました。グリーンコープの調査結果について
は、グリーンコープ生協おかやまの飯村理事長が報
告しました。

輸入ナタネのこぼれ落ちによって道路沿い
に自生したナタネ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
教
訓

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
拡
大
は
、
中
国
で
の

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ワ
ク
チ
ン
開
発
中

に
ウ
イ
ル
ス
が
変
化
し
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
バ
イ
オ
ハ
ザ

ー
ド
だ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

　
遺
伝
子
組
み
換
え
や
ゲ
ノ

ム
編
集
に
も
ウ
イ
ル
ス
と
バ

ク
テ
リ
ア
（
細
菌
）
が
利
用

さ
れ
て
い
る
。
遺
伝
子
の
操

作
は
、
地
球
上
に
無
い
ウ
イ

ル
ス
や
バ
ク
テ
リ
ア
を
つ
く

り
出
し
、
生
態
系
を
壊
す
危

険
性
が
あ
る
。

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を

一
番
食
べ
て
い
る
日
本
人

　
１
９
９
０
年
代
に
登
場
し

た
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物（
Ｇ

Ｍ
Ｏ
）
栽
培
は
、
20
年
程
の

間
に
米
国
を
は
じ
め
世
界
中

に
広
が
っ
た
。
日
本
は
世
界

一
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ
消
費
大
国
。
ナ

タ
ネ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大

豆
な
ど
、
食
用
油
の
原
料
や

家
畜
の
飼
料
の
ほ
と
ん
ど
は

Ｇ
Ｍ
Ｏ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
遺
伝
子
組
み
換
え
に
よ
り

自
然
界
に
存
在
し
な
い
生
物

を
つ
く
り
出
し
た
こ
と
は
、

私
た
ち
の
健
康
や
地
球
環
境

を
脅
か
す
大
き
な
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
き
た
。

生
態
系
を
破
壊

　
除
草
剤
に
耐
性
が
あ
る
Ｇ

Ｍ
Ｏ
の
畑
で
大
量
の
除
草
剤

が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
除
草
剤
を
使
っ
て
も
枯

れ
な
い
雑
草
が
出
現
。
ま
た
、

殺
虫
性
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
食
べ
て

も
死
な
な
い
害
虫
も
現
れ
た
。

　

国
内
で
も
自
生
し
た
Ｇ
Ｍ

ナ
タ
ネ
が
同
じ
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
植
物
と
交
雑
し
て
、
Ｇ
Ｍ

Ｏ
の
雑
草
も
現
れ
て
い
る
。

食
の
安
全
を
脅
か
す

　

動
物
実
験
に
よ
り
、
Ｇ
Ｍ

Ｏ
は
発
が
ん
性
が
あ
り
、
子

や
孫
な
ど
世
代
を
超
え
て
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
、

生
殖
や
出
産
へ
の
影
響
、
肝

臓
や
腎
臓
の
障
害
、寿
命
の
短

縮
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

発
が
ん
物
質

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の
脅
威

　
除
草
剤
耐
性
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
拡

大
に
よ
り
使
用
が
激
増
し
た
、

除
草
剤
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の

主
成
分
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
に
は

発
が
ん
性
が
あ
る
こ
と
を
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）
の

国
際
が
ん
研
究
機
関
も
認
め

て
い
る
。
神
経
毒
性
、
生
殖

や
出
産
へ
の
影
響
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
発
達
障
が
い
の
増
加

も
指
摘
さ
れ
、
次
世
代
へ
も

影
響
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。
米
国
で
は
調
査
し
た

９
割
以
上
の
人
の
尿
か
ら
グ

リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
て

お
り
、
汚
染
が
深
刻
化
し
て

い
る
。

　
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
を
主
成
分

と
す
る
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
な

ど
の
除
草
剤
は
、
農
業
以
外

に
も
、
公
園
や
ゴ
ル
フ
場
な

ど
一
般
に
広
く
使
わ
れ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本

政
府
は
、
２
０
１
７
年
に
食

品
の
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
残
留
基

準
値
を
緩
和
し
た
。
人
体
へ

の
影
響
が
ま
す
ま
す
危
惧
さ

れ
る
。

生
命
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

遺
伝
子
を
壊
す

　
多
く
の
問
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
Ｇ
Ｍ
Ｏ
に
代
わ
り
、

研
究
・
開
発
の
中
心
は
、
遺

伝
子
操
作
が
よ
り
容
易
な
ゲ

ノ
ム
編
集
に
移
行
し
て
い
る
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
と
は
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
切
断
し
て
遺
伝
子
を
壊

す
技
術
。
成
長
を
抑
制
す
る

遺
伝
子
を
壊
し
て
巨
大
に
成

長
さ
せ
た
家
畜
や
魚
の
開
発

が
世
界
中
で
進
ん
で
い
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
除
草
剤

耐
性
ナ
タ
ネ
や
高
オ
レ
イ
ン

酸
大
豆
も
、
米
国
で
既
に
市

場
に
出
て
い
る
。
日
本
政
府

は
２
０
１
９
年
10
月
に
ゲ
ノ

ム
編
集
食
品
の
輸
入
を
解
禁

し
た
。
今
後
ナ
タ
ネ
や
大
豆

か
ら
輸
入
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
。

　
遺
伝
子
を
壊
す
こ
と
は
、

複
雑
な
体
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
か
き
乱
す
こ
と
に
な
る
。

意
図
し
な
い
遺
伝
子
を
壊
す

オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
頻
発
し

て
お
り
、
様
々
な
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
ゲ
ノ
ム

編
集
は
、
生
命
を
も
て
あ
そ

ぶ
技
術
と
言
え
る
。

企
業
に
よ
る
食
料
支
配

　

遺
伝
子
組
み
換
え
や
ゲ
ノ

ム
編
集
の
開
発
特
許
を
持
つ

企
業
は
、
農
作
物
の
種
子
を

も
支
配
す
る
構
造
が
あ
る
。

種
子
を
支
配
す
る
企
業
は
、

世
界
の
食
料
全
体
を
支
配
す

る
よ
う
に
な
る
。
ゲ
ノ
ム
編

集
の
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒｰ

Ｃ
ａ
ｓ

と
い
う
技
術
は
、
特
許
の
大

半
を
一
部
の
多
国
籍
企
業
が

掌
握
し
て
お
り
、
世
界
で
は

特
許
紛
争
や
種
子
企
業
の
買

収
・
合
併
が
激
化
し
て
い
る
。

日
本
の
種
子
企
業
が
買
収
さ

れ
、
国
内
で
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
が
広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。

 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

・
Ｇ
Ｍ
Ｏ
や
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
を
拒
否
し
よ
う
。

・
Ｇ
Ｍ
Ｏ
や
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
は
食
品
表
示
で
は
分
か

ら
な
い
。
出
所
の
確
か
な

生
協
な
ど
の
商
品
を
利
用

し
よ
う
。

・
鉄
道
会
社
や
道
路
公
団
に

除
草
剤
を
使
わ
な
い
よ
う

働
き
か
け
よ
う
。

・
既
存
の
種
子
を
守
ろ
う
。

・
政
府
に
規
制
を
、
自
治
体

に
独
自
の
条
例
を
つ
く
る

よ
う
働
き
か
け
よ
う
。

・
学
校
給
食
に
Ｇ
Ｍ
Ｏ
、
ゲ

ノ
ム
編
集
食
品
を
使
わ
な

い
よ
う
求
め
よ
う
。

遺
伝
子
組
み
換
え
・
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
・
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の
現
状

講
師
：
天
笠
啓
祐
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

代
表
）

―

食
の
安
全
・
人
体
へ
の
影
響
を
中
心
に
考
え
る―

天笠啓祐さん

※

１ 
２
０
０
２
年
に
中
国
広
東
省
を
起

源
と
し
世
界
的
規
模
で
集
団
発
生

し
た
重
症
呼
吸
器
疾
患
。
ワ
ク
チ

ン
は
未
だ
で
き
て
い
な
い
。

※

２ 

遺
伝
子
組
み
換
え
や
ゲ
ノ
ム
編
集

な
ど
に
よ
っ
て
本
来
生
態
系
に
存

在
し
な
い
有
害
な
ウ
イ
ル
ス
や
バ

ク
テ
リ
ア
が
生
み
出
さ
れ
、
実
験

室
な
ど
か
ら
外
部
へ
漏
れ
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
被
害
が
広
が
る
こ
と
。

※

３ 

２
０
１
５
年
米
国
デ
ト
ッ
ク
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査

判断不可
2
0

0
0
0

0
1
0

0
0

0
0
0

1
4

バスタ
0
2

0
0
0

0
0
12

0
0

0
0
0

0
14

ラウンドアップ
0
0

0
0
0

0
0
3

0
0

0
0
0

0
3

調査
箇所数

15
5

2
5
8

8
15
41

5
4

85
19
12

10
234

調査した
生協名

おおさか
ひょうご

とっとり
（島根）
おかやま

ひろしま
やまぐち
ふくおか

さが
（長崎）

くまもと
おおいた
かごしま

みやざき
合計

1次検査で反応が出た検体
2020年度 自生ＧＭナタネ汚染調査結果

検体
総数

ラウンドアップ
耐性

バスタ
耐性 両耐性2020年

GMナタネ
自生全国調査
結果

主催：食と農から生物多様性を考える市民ネットワーク（食農市民ネット）
遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン

2020年
ＧＭナタネ自生調査 全国報告会

756 7 42 0

10月15日 オンラインで実施

福
岡
地
域
の
ワ
ー
カ
ー
ズ

が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
互
い

の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
自

生
ナ
タ
ネ
の
抜
き
取
り
作

業
を
し
ま
し
た
。
全
部
で

２
６
４
２
本
の
ナ
タ
ネ
を

抜
き
取
り
、
輸
送
途
中
で

い
か
に
多
く
の
種
が
こ
ぼ

れ
落
ち
て
い
る
の
か
が
分

か
り
ま
し
た
。
交
通
量
の

多
い
国
道
の
中
央
分
離
帯

に
自
生
す
る
ナ
タ
ネ
に
つ

い
て
は
、
抜
き
取
り
を
行

政
に
要
請
し
、
除
草
作
業

を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

※

３

※

１

※

２

くまもと

ふくおか

い
の
ち

　今回のアンケートを通して、多くの人にゲノム編集技術
について知ってもらうきっかけにしたいと考えました。
またその結果を広く公表し、食品メーカーにもお届けして
さらにゲノム編集食品の流通や開発を阻止する運動に
つなげていきます。

2020年6月号 2020年8月号

※

１ 

除
草
剤

※
１

※
２

※

２ 

除
草
剤

ゲノム編集食品
に関するアンケート

Q1. ゲノム編集技術（遺伝子の働きを壊す技術）が
登場していることをご存じでしたか。

知っていた

知らなかった

34.98％

65.01％

知って
いた

34.98％

知っている
18.79％
知っている
18.79％

知ら
なかった
65.01％

わからない
16.13％

Q2. ゲノム編集食品を
あなたは食べたいと思いますか。

食べたい

食べたくない

わからない

1.28％

82.57％

16.13％
食べたく
ない

82.57％

食べたい
1.28％

Q3. 種苗法の改定の内容をご存じですか。

Q4. 食にまつわることで、
気になることがあればご記入ください。

知っている

知らない

18.79％

81.20％知らない
81.20％

拡がる自生遺伝子組み  換えナタネ汚染
現状を知り、私たちの 暮らしを守ろう！結果報告

 （2020 年 12月 1日）  第 434 号  （2）共 生 の 時 代（3）  第 434 号  （2020 年 12 月 1 日） 共 生 の 時 代



　社会福祉法人グリーンコープでは、前
理事長の宇都宮陽子さんの辞任に伴い、
11月４日に行われた第十八期第９回理事
会にて、福岡理事長の三原幸子さんを、
全員一致で理事長に選任しました。
　前理事長に引き続き、組合員が社会福
祉法人グリーンコープの理事長を担うこ
とになります。

社会福祉法人グリーンコープ
では、理事長の辞任に伴い、
新理事長が確認されました。

が
と
う
」
と
い
う
組
合
員
か

ら
の
声
に
励
ま
さ
れ
、
が
ん

ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

く
ま
も
と
の
企
業
組
合
ワ

ー
カ
ー
ズ
マ
ミ
ー
は
、
令
和

２
年
７
月
豪
雨
災
害
の
支
援

活
動
に
取
り
組
み
、
球
磨
川

流
域
の
被
災
者
に
毎
週
土
曜

日
に
お
弁
当
を
届
け
て
い
ま

す
。
あ
る
組
合
員
か
ら
「
人

吉
に
あ
る
実
家
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
片
づ
け

を
し
て
い
た
ら
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
お
弁
当
が
届
き
、

感
動
し
て
涙
が
出
ま
し
た
」

と
、
う
れ
し
い
電
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

福
祉
の
現
場
か
ら

　

く
ま
も
と
の
福
祉
ワ
ー
カ

ー
ズ
、
労
働
協
同
組
合
た
す

け
あ
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
ひ
と
つ

か
ら
も
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
災
害
当
時
の
様
子
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
利
用
者
の
こ
と
を
最

優
先
に
考
え
て
、
安
否
確
認

を
行
っ
た
こ
と
や
、
支
援
を

す
る
際
に
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
な
い
、
さ
せ

「
一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
こ
ど
も
基
金
」
の
設
立

に
向
け
て

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ

く
お
か
中
部
地
域
で
は
、
子

ど
も
支
援
の
様
子
に
つ
い
て
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
学
校
の
朝
食
支
援
が

止
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

考
え
て
、
パ
ン
な
ど
を
提
供

し
て
食
べ
て
も
ら
っ
て
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
学

生
や
留
学
生
の
た
め
に
、
大

学
な
ど
で
も
食
料
支
援
を
し

て
い
ま
す
」
と
報
告
し
ま
し

た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ひ

ょ
う
ご
か
ら
は
、
オ
ー
ル
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
取
り
組
み

と
し
て
子
ど
も
支
援
の
財
源

と
な
る
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

こ
ど
も
基
金
」
の
設
立
に
向

け
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。
基
金
の
名

称
や
、
そ
の
財
源
と
し
て
一

部
の
商
品
へ
の
課
金
を
検
討

し
た
こ
と
や
、「
ま
だ
具
体
的

な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

な
い
生
協
で
も
、
子
ど
も
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
、
前
向
き
に
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

思
い
を
話
し
ま
し
た
。

い
の
ち
を
つ
な
ぐ

「
か
さ
じ
ぞ
う
基
金
」

　
「
か
さ
じ
ぞ
う
基
金
」
は
、

生
活
再
生
相
談
室
を
訪
れ
る

相
談
者
に
緊
急
の
生
活
資
金

を
お
貸
し
で
き
る
よ
う
に
創

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
生
活
に
困
窮
す
る
方

が
増
え
生
活
再
生
相
談
室
へ

の
相
談
が
急
増
す
る
中
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お

か
生
活
再
生
相
談
室
で
は
、

新
た
に
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
た

め
の
「
か
さ
じ
ぞ
う
基
金
」

を
設
け
ま
し
た
。
初
め
て
チ

ラ
シ
で
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
、

延
べ
５
０
０
０
人
以
上
の
組

合
員
か
ら
４
０
０
万
円
以
上

の
カ
ン
パ
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ふ
く
お
か
北
九
州
地
域

の
組
合
員
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け

た
い
と
い
う
組
合
員
の
思
い

と
、
目
の
前
で
困
っ
て
い
る

人
に
希
望
を
与
え
た
い
と
い

う
相
談
員
の
思
い
が
合
わ
さ

り
、
カ
ン
パ
に
つ
な
が
り
ま

し
た
」
と
思
い
を
伝
え
ま
し

た
。

　

南
地
域
か
ら
は
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
時
の
大
牟

田
支
部
の
様
子
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
７
月
６
日
か
ら
７

日
に
か
け
て
、
観
測
史
上
最

大
の
降
水
量
を
記
録
。
組
合

員
に
何
と
か
商
品
を
届
け
よ

う
と
配
達
に
出
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
道
路
が
冠

水
し
、
ワ
ー
カ
ー
同
士
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
、
全
員

が
無
事
に
支
部
に
戻
っ
た
の

は
午
後
８
時
過
ぎ
で
し
た
。

翌
日
も
冠
水
は
続
き
、
組
合

員
へ
商
品
と
支
援
物
資
の
タ

オ
ル
が
届
け
ら
れ
た
の
は
３

日
後
で
し
た
。

お
店
の
現
場
か
ら

　

ふ
く
お
か
の
企
業
組
合
ワ

ー
カ
ー
ズ
遊
か
ら
は
、
店
舗

で
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
組
合
員
が

安
心
し
て
ワ
ー
カ
ー
と
会
話

し
な
が
ら
商
品
を
購
入
で
き

る
よ
う
に
、
レ
ジ
前
に
透
明

シ
ー
ト
を
設
置
。
レ
ジ
周
り

の
消
毒
を
徹
底
し
、
お
金
の

や
り
取
り
は
ト
レ
ー
で
行
う

な
ど
の
配
慮
を
し
ま
し
た
。

「
お
店
を
開
け
て
く
れ
て
あ
り

共
同
購
入
の
現
場
か
ら

　

一
般
社
団
法
人
共
同
購
入

ワ
ー
カ
ー
ズ
連
合
ふ
く
お
か

か
ら
は
、
地
域
ご
と
に
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
九
州
地
域
・
中
部
地
域

か
ら
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

検
温
、
消
毒
を
徹
底
し
て
商

品
を
届
け
て
い
る
様
子
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
マ
ス

ク
着
用
で
の
作
業
が
続
き
、

猛
暑
の
中
、
ど
の
よ
う
に
暑

さ
を
乗
り
切
る
か
が
課
題
で
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
な

が
ら
配
達
を
行
い
ま
し
た
。

マ
ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
様

子
を
知
っ
て
、
組
合
員
か
ら

手
作
り
マ
ス
ク
が
届
け
ら
れ

た
時
は
、
感
激
し
た
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

福
岡
地
域
は
、
今
年
４
月

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
な
状

況
の
生
花
業
界
に
協
力
し
よ

う
と
、
福
岡
市
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
だ
「
一
人
一
花
運

動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え

た
組
合
員
に
少
し
で
も
い
ろ

ど
り
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
ほ

し
い
と
、
商
品
の
配
達
時
に

無
償
で
花
を
届
け
ま
し
た
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
バ
ナ
ナ
の

現
状
と
生
産
者
と
の
出
会
い

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
の
バ
ナ
ナ
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
起
こ
っ
て
い
る
問

題
を
知
り
、
生
産
者
と
交
流

す
る
た
め
、
２
０
２
０
年
１

月
31
日
か
ら
２
月
５
日
に
、

組
合
員
が
訪
問
・
視
察
し
ま

し
た
。

　

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
は
、
日

本
の
大
企
業
に
よ
る
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
ナ
ナ
畑
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
農
薬
が
大
量
に
使
用
さ
れ

て
い
る
現
状
を
間
近
に
見
て
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く

お
か
理
事
長
の
三
原
幸
子
さ

ん
は
、「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
人
々

は
、
健
康
被
害
や
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
影
響
が
な
い
か
不

安
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
大

企
業
に
土
地
を
貸
し
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
い
て
収

入
を
得
て
い
る
の
で
、
簡
単

に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や

め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
た

ち
は
子
ど
も
た
ち
を
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
か
せ
た
く

な
い
と
言
わ
れ
、
ど
こ
に
い

て
も
子
を
思
う
母
親
の
思
い

は
同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
組
合
員
に

伝
え
て
い
き
ま
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

共
同
体
代
表
理
事
の
熊
野

千
恵
美
さ
ん
は
、「
訪
問
し
た

ツ
ピ
・
バ
ナ
ナ
生
産
者
協
会

（
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｇ
Ａ
）
で
は
、
有

機
農
業
と
持
続
可
能
な
農
業

に
よ
っ
て
、
生
産
者
が
自
立

し
、
平
和
と
団
結
を
つ
く
る

こ
と
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
バ
ナ
ナ
の
病
気
に
は
、

商
品
に
な
ら
な
い
バ
ナ
ナ
で

作
っ
た
酵
素
ス
プ
レ
ー
を
噴

霧
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鶏

糞
を
使
用
し
て
土
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
、
生
産

者
と
交
流
し
た
様
子
を
報
告

し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
仲
間
の
現
状

　

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ 

（
オ
ル
タ
ー
・

ト
レ
ー
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

社
）
と
、Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｆ 

（
食
料
主

権
の
た
め
の
オ
ル
タ
ー
・
ト

レ
ー
ド・
フ
ィ
リ
ピ
ン
財
団
）、

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ 

（
パ
レ
ス
チ
ナ
農

業
復
興
委
員
会
）
か
ら
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
暮
ら
し
や
活
動

に
制
限
が
あ
る
中
、
活
動
に

取
り
組
む
様
子
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
に
あ
る
無
料

の
学
校
ア
ル
・
カ
イ
ー
ル 

ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
、
今
年
の
夏

に
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
被
災

者
へ
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
の
家
族
へ
の
食

糧
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
は
９
月
に
８
ヵ
月
ぶ

り
に
パ
キ
ス
タ
ン
へ
衣
類
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

共
同
体
顧
問
の
金
起
燮
さ

ん
が
、
自
著
「
生
命
の
『
社

会
的
経
済
』〜
幸
福
に
向
か

う
共
生
の
道
の
り
〜
」
の
出

版
に
触
れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
断
た
れ
た
面
も

あ
り
ま
す
が
、
空
間
の
制
約

を
超
え
人
と
人
が
つ
な
が
る

世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。
今
回
ア
ジ
ア

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
た
こ
と

は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。
今

後
も
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
を
深

め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

集
会
に
参
加
し
た
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。
金
さ
ん
の
本
の

編
集
委
員
を
務
め
た
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お
か
の

組
合
員
は
、「
こ
の
本
を
読
む

こ
と
で
、
今
や
、
こ
れ
か
ら

を
ど
う
生
き
て
い
く
か
、
見

出
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
、
書
籍
を
紹
介
し

ま
し
た
。

の
間
に
発
生
し
た
災
害
の
被

災
地
に
い
ち
早
く
入
り
、
第

三
の
主
体
と
し
て
考
え
行
動

を
展
開
し
た
様
子
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ふ
く
お
か
の
職
員
か
ら
は
、

「
被
災
地
の
状
況
を
多
く
の
人

た
ち
が
共
有
し
、
組
織
と
し

て
、
女
と
し
て
男
と
し
て
何

が
で
き
る
か
、
検
討
材
料
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
職
員

の
役
割
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
報
告
。
ま
た
、
お
お

い
た
の
職
員
は
発
災
直
後
の

セ
ン
タ
ー
に
３
日
間
泊
ま
り

込
み
、
組
合
員
の
商
品
を
守

り
、
業
務
を
円
滑
に
行
え
る

よ
う
に
し
た
様
子
を
報
告
し

ま
し
た
。
く
ま
も
と
の
職
員

か
ら
は
、「
災
害
を
通
し
て
、

目
の
前
に
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
助
け
る
と
い
う
、
当

た
り
前
の
こ
と
を
し
っ
か
り

で
き
る
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と

し
て
の
職
員
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
職
員
は
組
合
員

の
財
産
を
守
る
た
め
に
存
在

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
報
告
し
ま
し
た
。

仲
間
と
し
て
話
し
合
い
、
支

え
合
い
な
が
ら
連
携
し
て
き

た
様
子
を
伝
え
ま
し
た
。
今

後
も
業
務
の
幅
を
広
げ
、
委

託
業
務
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

福
祉
ワ
ー
カ
ー
ズ
委
員
会

か
ら
は
、
様
々
な
業
務
を
担

っ
て
い
る
各
県
の
ワ
ー
カ
ー

ズ
か
ら
活
き
活
き
と
し
た

日
々
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

共
済
ワ
ー
カ
ー
ズ
委
員
会

か
ら
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

で
働
く
全
て
の
ワ
ー
カ
ー
が

安
心
し
て
仕
事
が
継
続
で
き

る
よ
う
に
、
ワ
ー
カ
ー
同
士

の
助
け
合
い
を
大
切
に
考
え

て
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
互
助
会
連

合
会
み
ら
い
」
が
で
き
た
経

緯
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
し

た
。
男
性
の
ワ
ー
カ
ー
も
増

え
、
働
き
方
が
広
が
り
、
共

に
助
け
合
う
職
場
づ
く
り
が

す
す
ん
で
い
ま
す
。

組
合
員
、
ワ
ー
カ
ー
に
続
く

第
三
の
主
体
と
し
て
の

職
員
の
活
動

　

ふ
く
お
か
、
お
お
い
た
、

く
ま
も
と
の
職
員
か
ら
、
こ

ワ
ー
カ
ー
ズ
の
働
き
方

　

一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
連
合
会
の
３
つ

の
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

生
協
ワ
ー
カ
ー
ズ
委
員
会

か
ら
は
、
組
合
員
事
務
局
部

会
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
が
、
目
標

数
を
持
っ
た
組
合
員
拡
大
や
、

お
店
で
の
商
品
の
利
用
普
及
、

高
齢
者
が
多
い
買
い
物
困
難

な
地
域
に
移
動
販
売
車
を
走

ら
せ
、
組
合
員
と
共
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
利
用
普
及
に
取
り
組
み
、

自
ら
も
仕
事
の
幅
を
広
げ
て

い
る
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
組
合
員
へ
の
お

誘
い
や
、
主
催
者
と
な
っ
て

キ
ー
プ
＆
シ
ョ
ッ
プ
の
つ
ど

い
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

と
連
合
会
か
ら
業
務
を
受
託

し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク

ス
か
ら
、
所
属
し
て
い
る
ワ

ー
カ
ー
ズ
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
業
務
内
容
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、

な
い
こ
と
」
を
心
掛
け
た
こ

と
、
支
援
物
資
の
ニ
ー
ズ
が

刻
々
と
変
わ
る
中
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
災
害
支
援
セ
ン

タ
ー
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
臨
機
応
変
に
対
応
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
労
働
協
同
組
合
配

食
サ
ー
ビ
ス
パ
セ
リ
は
、
毎

日
食
べ
て
も
飽
き
な
い
よ
う

に
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
災
害

支
援
弁
当
を
作
り
、
被
災
者

に
お
届
け
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
支
援
の
報
告

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く

ま
も
と
県
南
地
域
は
、
豪
雨

災
害
で
甚
大
な
被
害
が
出
た

人
吉
で
、
移
動
販
売
車
「
元

気
カ
ー
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
や
、
何
も
持
た
ず
に

避
難
さ
れ
た
被
災
者
の
た
め

に
、
生
活
応
援
セ
ッ
ト
を
後

で
利
用
で
き
る
よ
う
衣
装
ケ

ー
ス
に
入
れ
て
お
届
け
し
た

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
失
っ
た
も
の
を
元
に
戻
す
の

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
少
し
ず

つ
新
し
い
芽
が
出
る
よ
う
に
、

人
の
優
し
さ
と
し
な
や
か
な

対
応
で
、
ず
っ
と
寄
り
添
っ

て
い
き
た
い
」
と
の
報
告
で

し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ

く
お
か
南
地
域
は
、
浸
水
し

た
大
牟
田
市
の
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル

を
届
け
た
い
と
組
合
員
か
ら

メ
ー
ル
が
あ
り
、
地
域
の
組

合
員
に
呼
び
掛
け
て
集
め
た

70
個
を
超
え
る
ラ
ン
ド
セ
ル

を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
協
お
お
い
た
で
は
、
生
活

応
援
セ
ッ
ト
に
手
書
き
の
お

見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
届
け
ま
し
た
。

社会福祉法人グリーンコープ
理事長
グリーンコープ生協ふくおか
理事長
三原 幸子さん

プランテーションバナナの圃場 民衆交易バナナの圃場

視察した組合員は、農薬でピンク色に染まったプランテーショ
ンの土壌と青々とした民衆交易バナナの圃場の違いに衝撃を
受けました　　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
プ
ア
州
の
カ
カ

オ
・
キ
タ
社
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

カ
カ
オ
の
収
穫
を
続
け
て
い
ま
す
。

写
真
右
は
、
代
表
の
デ
ッ
キ
ー
・
ル

マ
ロ
ペ
ン
さ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
対
策
を
徹
底
し

災
害
を
乗
り
越
え
て
笑
顔
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

支
え
合
う
地
域
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す

元気くんの帯をかけた弁当を被災者にお届けしました

と
も
に
豊
か
な

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

交流は制限されても
私たちはずっと
つながっています

　

10
月
28
日
、
今
年
で
16
回
目
と
な
る
「
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
地
域
運
動
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
心
配
が
な
く
た

く
さ
ん
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
各
地
域
か

ら
約
６
５
０
台
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

約
９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

か
し
て
、
民
衆
交
易
で
つ
な
が
る
ア
ジ
ア
の
国
々
か

ら
も
、
多
く
の
方
々
の
参
加
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
大
切
に
し
て
い
る
「
つ
な
が
り
」

を
改
め
て
確
認
で
き
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
集
会
の
冒
頭
、
実
行
委
員
長

の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
代

表
理
事
の
熊
野
千
恵
美
さ
ん
が
、

「
私
た
ち
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

運
動
を
通
し
て
人
と
つ
な
が
り
、

そ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式

に
則
し
た
活
動
を
す
す
め
て
い

く
中
で
も
、
そ
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
な
が
ら
前

を
向
い
て
す
す
ん
で
い
き
た
い

と
改
め
て
感
じ
ま
す
。
今
回
は
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
四
つ
の
共

生
、『
自
然
と
人
』『
人
と
人
』『
女

と
男
』『
南
と
北
』
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
様
々
な
運
動
の
広
が

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
集
い
、
活

き
活
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
の
今
を
実
感
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

東日本大震災の支援活動で出会ったお
母さんたちがグリーンコープの商品を
利用したいと、グリーンコープ生協ふ
くしま準備会を立ち上げました。新型
コロナウイルス感染のリスクを避け、
時間を分けて商品の受け取りを行って
います。

い
の
ち

キ
ム 

キ 

ソ
ブ

グリーンコープ生協ふくしま
準備会が発足
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の
託
送
料
金
の
変
更
認
可
決

定
は
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
今
回
裁
判
を
起
こ
し

ま
し
た
。

「
賠
償
負
担
金
」
と
は

「
賠
償
負
担
金
」
と
は
、
本

来
、
原
子
力
損
害
賠
償
の
た

め
に
各
電
気
事
業
者
が
自
ら

蓄
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
お
金
（
資
金
）
で

す
。
例
え
ば
、
原
価
２
０
０

円
の
魚
を
１
０
０
円
で
売
っ

て
、
後
に
な
っ
て
元
々
の
魚

の
原
価
は
２
０
０
円
だ
っ
た

か
ら
不
足
分
の
１
０
０
円
を

追
加
で
回
収
し
ま
す
と
い
う

論
理
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
世
の
中
の
常
識
と
し
て

通
用
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

福
島
第
一
原
発
事
故
の

損
害
賠
償
額
を
賄
う
た
め
に

「
賠
償
負
担
金
」
は
、
2.4
兆

円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
資
料
に

は
「
福
島
の
事
故
前
に
確
保

さ
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た

賠
償
へ
の
備
え
は
3.8
兆
円
」

で
、
す
で
に
回
収
さ
れ
た

「
一
般
負
担
金
1.3
兆
円
」
を

控
除
す
る
と
、
今
後
回
収
す

べ
き
分
は
、「
2.4
兆
円
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
資
料

の
中
に
、
当
初
5.4
兆
円
と
考

え
ら
れ
て
い
た
損
害
賠
償
総

額
が
7.9
兆
円
に
な
り
、
約
2.5

兆
円
増
え
て
し
ま
っ
た
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
2.5
兆
円
と
い

う
金
額
は
、
今
回
の
賠
償
負

担
金
の
額
と
一
致
し
ま
す
。

そ
の
お
金
を
工
面
す
る
た
め

に
、
と
り
あ
え
ず
、「
賠
償
負

担
金
」
と
い
う
形
で
上
乗
せ

し
て
請
求
し
よ
う
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

実
際
の
損
害
賠
償
の
支
払
い

総
額
は
、
今
年
の
９
月
25
日

現
在
で
、
９
兆
５
，６
１
６

億
円
で
、
す
で
に
１
兆
７
，０

０
０
億
円
位
上
回
っ
て
い
ま

す
。
見
通
し
と
し
て
は
、
お

そ
ら
く
11
兆
円
を
超
え
る
金

額
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
」
と
は

福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
、

古
い
原
子
力
発
電
所
は
廃
炉

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
安
全

性
の
点
か
ら
も
問
題
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
償

却
が
終
わ
っ
て
い
な
い
時
点

で
廃
炉
に
し
て
し
ま
う
と
、

未
償
却
の
分
の
費
用
回
収
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
原
子

力
発
電
事
業
者
に
、
廃
炉
を

躊
躇
す
る
こ
と
な
く
す
す
め

て
も
ら
う
た
め
に
渡
す
お
金

と
し
て
、「
廃
炉
円
滑
化
負
担

金
」
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
原
発
と
い
う
リ

ス
ク
の
あ
る
も
の
を
つ
く
っ

た
以
上
、
原
子
力
発
電
事
業

者
は
賠
償
金
も
自
分
で
負
担

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
を
広
く
小
売
電
気
事
業

者
を
通
じ
て
一
般
消
費
者
に

負
担
さ
せ
て
い
い
の
か
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

小
売
事
業
者
に
支
払
い
義
務
が

発
生
す
る
理
不
尽

「
賠
償
負
担
金
」
も
「
廃
炉

円
滑
化
負
担
金
」
も
、
一
般

送
配
電
事
業
者
が
徴
収
す
る

の
で
す
が
、
徴
収
し
た
も
の

は
、
そ
の
ま
ま
原
子
力
発
電

事
業
者
に
渡
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
一
般
送
配
電
事
業
者

が
回
収
業
務
を
請
け
負
っ
た

こ
と
で
、
小
売
電
気
事
業
者

が
、
託
送
料
の
上
乗
せ
し
た

分
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
小
売

電
気
事
業
者
が
消
費
者
に
転

嫁
す
る
か
ど
う
か
は
自
由
で

す
が
、
最
終
的
に
支
払
い
義

務
が
発
生
す
る
の
は
小
売
電

気
事
業
者
で
す
。

一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
で
ん
き
は
、
原
告
と

し
て
、
こ
の
認
可
決
定
の
取

り
消
し
を
求
め
て
争
い
ま
す
。

今
回
の
訴
訟
の
趣
旨

　

本
来
、
託
送
料
と
は
「
適

正
な
原
価
」、
つ
ま
り
送
配

電
網
の
維
持
管
理
に
か
か
る

コ
ス
ト
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
「
賠
償
負

担
金
」
と
「
廃
炉
円
滑
化
負

担
金
」
は
、
送
配
電
網
の
維

持
管
理
に
全
く
関
係
の
な
い

コ
ス
ト
で
す
。

　

年
々
費
用
が
ふ
く
れ
あ
が

っ
て
い
く
原
発
事
故
の
賠
償

金
に
つ
い
て
、
国
民
み
ん
な

で
負
担
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議

論
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
そ
う
考
え
る
以
上
、
国

民
に
き
ち
ん
と
情
報
を
開
示

し
、
国
民
の
代
表
で
あ
る
国

会
と
い
う
場
で
、
す
べ
て
の

情
報
を
基
に
し
て
議
論
を
し

た
上
で
、
だ
れ
が
ど
う
負
担

し
て
い
く
か
を
決
め
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
経
済
産
業

省
が
勝
手
に
変
え
て
よ
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
明
ら
か
に
違

法
で
す
。
違
法
な
規
則
に
基

づ
い
て
決
定
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
当
然
、
省
令
も
違

法
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

２
０
２
０
年
10
月
15
日
午

後
、「
賠
償
負
担
金
」
と
「
廃

炉
円
滑
化
負
担
金
」
を
託
送

料
金
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
を

認
可
し
た
託
送
料
金
の
変
更

認
可
処
分
の
取
り
消
し
訴
訟

を
、
福
岡
地
方
裁
判
所
に
提

起
し
ま
し
た
。
原
告
は
「
一

般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
で
ん
き
」、
被
告
は
「
国

（
行
政
処
分
庁
は
経
済
産
業

大
臣
）」
と
な
り
ま
す
。

請
求
の
趣
旨
は
、
経
済
産

業
大
臣
が
令
和
２
年
９
月
４

日
付
け
で
九
州
電
力
送
配
電

株
式
会
社
に
対
し
て
行
っ
た

託
送
料
金
変
更
認
可
決
定
を

取
り
消
す
と
い
う
内
容
で
す
。

訴
訟
に
至
る
背
景

電
気
事
業
は
、
小
売
電
気

事
業
者
、
送
配
電
事
業
者
、

発
電
事
業
者
と
い
う
３
つ
の

形
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
小

売
電
気
事
業
者
は
、
送
配
電

網
を
使
わ
な
け
れ
ば
消
費
者

に
電
気
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
送

配
電
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使

わ
せ
て
も
ら
う
料
金
と
し
て
、

送
配
電
事
業
者
に
託
送
料
を

払
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
九
州
電
力
な
ど

大
手
電
力
会
社
か
ら
分
か
れ

た
民
間
の
会
社
が
送
配
電
事

業
を
担
っ
て
い
ま
す
。

送
配
電
網
は
、
道
路
や
下

水
道
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
的
な
性
格
が

非
常
に
強
い
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
強
い
公
的
規
制
の
下

に
あ
り
、
送
配
電
網
の
使
用

料
で
あ
る
託
送
料
は
、「
適
正

な
原
価
」
に
「
適
正
な
利
潤
」

を
加
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
法
律
で
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
い
く

ら
に
す
る
か
に
つ
い
て
も
必

ず
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
７
年

９
月
28
日
に
制
定
さ
れ
た
経

済
産
業
省
令
に
よ
っ
て
、
今

年
４
月
以
降
、
託
送
料
金
に

「
賠
償
負
担
金
」
と
「
廃
炉

円
滑
化
負
担
金
」
を
上
乗
せ

し
て
回
収
す
べ
き
だ
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
定
め
が
違
法

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
違
法
な
省
令

に
基
づ
い
て
認
可
し
た
今
回

　
10
月
15
日
、
提
訴
後
に
行
っ
た
記
者
会
見
で
は
、
弁

護
団
の
団
長
を
務
め
る
小
島
延
夫
弁
護
士
が
、
提
訴
の

背
景
や
訴
訟
の
争
点
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
の
発
言
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

グリーン未来ソーラー売電量
39,456kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所売電量
4,280kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

神在太陽光発電所売電量
106,186kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
120,587kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
138,516kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
4,417kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協西部地域本部太陽光発電所売電量
5,262kWh

定格出力54kW（16世帯相当）

2020年9月の売電量一般社団法人グリーンコープでんきから

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」という願いをか
なえるために、グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

私たちの発電所
グリーンコープ・グリーン電力出資金

11,537人 1,120,916,000円（　　　　　　）2020年
11月11日現在

　「グリーンコープでんき」は日本で唯一、原発フリーと
※二酸化炭素排出ゼロを実現できている電気です。
　34年前のチェルノブイリ原発事故を受けて、原発は「い
のち、自然、くらし」を脅かすと知り、私たち組合員は「い
のちと原発は共存できない」として脱原発をめざしてきま
した。そして、東京電力福島第一原発事故後「電気を
国や大手電力会社まかせにするのはやめよう」「自分たち
で使う電気は自分たちでつくろう」と、「グリーンコープ・
グリーン電力出資金」という形で組合員が出資し、自然
エネルギーの発電所づくりを始めました。まもなく長野
県松本市にながわ小水力発電所が稼働し、2021年３月
には鹿児島県霧島市に霧島太陽光発電所も動き出しま
す。
　グリーンコープの発電所づくりは、「グリーンコープでん
き」の電源を増やすことだけが目的ではなく、地域にあ
る自然と人が共存できる環境を大切にすることが基本理
念です。
　食べものを選ぶのと同じように「グリーンコープでんき」
を選びましょう。
※電気事業者別排出係数―平成30年度実績―（環境省・経済産業省公表）

「グリーンコープでんき」について

グリーンコープ共同体組織委員会

記者会見に臨む様子。前列左より、東原共同体常務、グリーンコープでんき熊野会長、小島弁護士、馬場弁護士、
篠木弁護士、北古賀弁護士

弁護団団長
小島 延夫 弁護士

記者会見には、10社の
報道関係者とグリーン
コープ組合員が集まり
ました。記者の皆さん
からは活発な質疑が出
されました。

託
送
料
金
訴
訟
記
者
会
見
よ
り
２
０
２
０
年
10
月
15
日

福
岡
県
弁
護
士
会
館
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心
を
持
つ
よ
う
な
り
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
中
か
ら
、
社
会
情

勢
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て

家
事
を
す
る
こ
と
や
、
電
気

を
大
切
に
使
う
こ
と
な
ど
、

生
活
の
中
の
一
つ
ひ
と
つ
の

こ
と
を
大
切
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
民
衆
交
易
品

の
バ
ナ
ナ
や
え
び
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
、
商
品
そ

れ
ぞ
れ
に
物
語
が
あ
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
単

に
使
う
の
で
は
な
く
、
た
く

さ
ん
の
人
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
も
の
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て

生
活
す
る
こ
と
で
、
水
環
境

を
守
れ
る
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
家
族
と
一
緒
に

楽
し
み
な
が
ら
、
せ
っ
け
ん

と
つ
き
あ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
た
ち
の
行
動
が
暮
ら

し
や
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
、
家
族
で

話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
こ
と
か
ら
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
せ

っ
け
ん
で
手
を
洗
う
こ
と
の

大
切
さ
を
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
で
活
動
で
き
て
い
な
い

生
協
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
か

方
法
を
一
緒
に
模
索
し
て
い

き
た
い
で
す
。
活
動
は
制
限

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
小
さ
な
輪
で
い
い
の

で
、
一
つ
ず
つ
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
」
と
い
う
地
元
の
人
の
声

を
聞
い
て
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。

　
　
　
か
ご
し
ま
で
は
霧
島

太
陽
光
発
電
所
を
建
設
中
で

す
。
地
域
の
方
々
が
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
一
つ
ず
つ

丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

で
、
地
域
か
ら
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
商
品
は

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
商
品

で
す
が
、
電
気
に
関
し
て
も

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、

工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？

　
　
　
お
お
い
た
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
気

を
配
り
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
け

る
よ
う
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

活
動
が
制
限
さ
れ
、
改
め
て

人
と
人
の
つ
な
が
り
は
失
わ

れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
　
　
か
ご
し
ま
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
予
定
し
て
い
た
ほ
と
ん
ど

の
学
習
会
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
会
え
な
く
て
も
伝

え
て
い
く
方
法
を
考
え
、
新

し
い
せ
っ
け
ん
シ
ャ
ン
プ
ー・

リ
ン
ス
を
紹
介
す
る
動
画
な

ど
を
作
っ
て
リ
モ
ー
ト
で
組

合
員
に
伝
え
て
い
ま
す
。

組
織
委
員
会
で
の
活
動
が

暮
ら
し
の
中
に
活
か
さ
れ
て

い
る
と
思
う
こ
と
は
？

　
　
　
川
内
原
子
力
発
電
所

に
つ
い
て
な
ど
、
鹿
児
島
県

内
の
社
会
問
題
に
も
深
く
関

も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
も
っ
と
せ
っ
け
ん

を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　「
共
生
・
平
和
長
崎
自

転
車
隊
」
な
ど
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
平
和
の
取
り
組
み

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
平
和
に
取

り
組
ん
で
き
た
長
い
歴
史
に

つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
組
織
委
員
会
の
活
動

は
、
次
世
代
に
渡
す
未
来
が

こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
叶
え
る
こ
と
に
つ
な

が
る
委
員
会
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
水
環
境
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
平
和
な
世
界
や
原

発
の
な
い
社
会
を
子
ど
も
た

ち
に
手
渡
し
た
い
し
、
手
を

取
り
合
う
こ
と
の
大
切
さ
も

伝
え
て
い
き
た
い
。
ど
の
取

り
組
み
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で

ん
き
は
、
未
来
に
引
き
継
い

で
い
け
る
電
気
。
太
陽
光
に

限
ら
ず
、
そ
の
土
地
に
合
っ

た
電
気
を
つ
く
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
大
分
県
の
国
東
第

二
自
然
電
力
太
陽
光
発
電
所

で
は
、
除
草
剤
を
一
切
撒
か

ず
、
た
め
池
が
農
業
用
水
と

し
て
も
使
え
る
ぐ
ら
い
環
境

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。「
最
初

は
心
配
し
た
け
ど
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
で
ん
き
で
良
か
っ

委
員
長
と
し
て
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
、
や
り
が
い
は
？

　
　
　
私
自
身
、
暮
ら
し
の

中
で
せ
っ
け
ん
を
使
い
た
い

と
思
い
、
組
合
員
に
な
り
ま

し
た
。
せ
っ
け
ん
は
、
手
を

洗
う
だ
け
で
な
く
、
洗
濯
や

掃
除
な
ど
洗
う
場
面
す
べ
て

に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

せ
っ
け
ん
を
使
う
こ
と
で
水

環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
を
、
委
員
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
組
合
員

に
伝
え
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
委
員
の
皆

さ
ん
と
情
報
や
ア
イ
デ
ア
を

交
換
し
な
が
ら
せ
っ
け
ん
の

良
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

と
て
も
楽
し
く
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
出
席
す
る

楽
し
み
は
？

　
　
　
組
織
委
員
会
に
は
、

委
員
会
の
取
り
組
み
が
大
好

き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
話
を
す
る
こ
と
が
と
て
も

楽
し
い
で
す
。

　
　
　
委
員
の
皆
さ
ん
は
知

識
が
豊
富
な
方
が
揃
っ
て
い

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
知
ら

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
く
こ

と
が
楽
し
い
で
す
。

組
織
委
員
会
の
取
り
組
み
で

特
に
興
味
の
あ
る
こ
と
は
？

　
　
　
生
活
に
密
着
し
て
い

る
せ
っ
け
ん
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。
各
生
協
の
取
り
組
み

日
高

日
高

渡
辺

金
子

日
高

渡
辺

渡
辺

金
子

日
高

日
高

渡
辺

渡
辺

金
子

金
子

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、組
合
員
が
主
体
と
な
っ
て
検

討
・
決
定
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、運
動
や
事
業
を
す

す
め
て
い
ま
す
。そ
の
仕
組
み
の
一
つ
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
連
合
会
と
共
同
体
に
属
す
る
４
つ
の
委
員
会

を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
弾
は
、共
同
体
組
織
委
員
会
を
紹
介
し
ま
す
。

講師を招いて、チェルノブイリ原発事故について
学習しました。（２０１９年度脱原発学習会の様子）

せ
っ
け
ん
の
良
さ
や
使

い
方
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
小

冊
子
。
共
同
体
組
織

委
員
会
で
毎
年
紙
面

を
検
討
・
改
訂
し
、

発
行
し
て
い
ま
す
。

「
せ
っ
け
ん
」「
環
境
」「
平
和
」

「
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
」「
脱
原

発
運
動
」「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

で
ん
き
」に
取
り
組
み

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
運
動
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
く

　

共
同
体
組
織
委
員
会
は
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
運
動
を
共

有
し
、
運
動
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
く
こ
と
を
柱
に
活
動

し
て
い
ま
す
。　

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
せ
っ
け
ん
」

「
環
境
」「
平
和
」「
ア
ジ
ア

と
の
連
帯
」
の
取
り
組
み
に

加
え
、
情
報
の
共
有
を
行
っ

て
き
た
「
脱
原
発
運
動
」
と
、

新
た
に
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

で
ん
き
」
も
委
員
会
の
検
討

課
題
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。

原
発
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
学
習
会
な
ど
を
通

し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

所
づ
く
り
を
す
す
め
る
様
子

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
通
し
て

連
帯
を
深
め
る

　

１
９
８
８
年
、
小
さ
な
地

域
生
協
が
集
ま
り
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
連
合
を
設
立
し
ま
し

た
。
同
年
３
月
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
運
動
の
原
点
と
し
て

「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
宣
言
」

を
採
択
。
い
の
ち
・
自
然
・

く
ら
し
を
守
る
と
い
う
組
合

員
の
願
い
を
、「
自
然
と
人
」

「
人
と
人
」「
女
と
男
」「
南

と
北
」
と
い
う
「
四
つ
の
共

生
」
の
理
念
に
ま
と
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
理

念
を
も
と
に
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
運
動
を
形
づ
く
る
機

関
と
し
て
、
連
合
組
織
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

規
模
も
歴
史
も
異
な
る
各

生
協
が
一
つ
の
生
協
と
し
て

連
帯
し
て
い
く
こ
と
は
、
当

時
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
で
し
た
。

連
合
組
織
委
員
会
は
、
各
生

協
に
あ
る
各
種
委
員
会
が
交

流
や
情
報
交
換
を
す
る
出
会

い
の
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

各
生
協
が
持
つ
課
題
や
問
題

意
識
を
共
有
し
、
課
題
を
検

討
す
る
中
で
連
帯
を
実
感
し

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
共

通
の
課
題
と
し
て
取
り
組
め

る
も
の
に
つ
い
て
検
討
を
深

め
な
が
ら
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
運
動
と
し
て
具
体
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
２
０
０
７
年

に
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

が
設
立
さ
れ
た
の
を
機
に
共

同
体
組
織
委
員
会
と
な
り
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

各
生
協
が
地
域
に
根
差
し
て

活
動
し
て
い
け
る
よ
う
に

　

せ
っ
け
ん
派
生
協
が
一
つ

に
な
っ
て
誕
生
し
た
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
に
と
っ
て
、
せ
っ

け
ん
運
動
は
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
運
動
の
重
要
な
課
題

の
一
つ
で
す
。
共
同
体
組
織

委
員
会
で
は
、
一
人
で
も
多

く
の
人
が
せ
っ
け
ん
の
良
さ

を
知
り
、
使
い
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
せ
っ
け
ん
の
使
い
方

や
、
環
境
を
守
る
た
め
に
も

せ
っ
け
ん
を
使
う
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
委
員
会
で
は
、
各
生
協

が
地
域
に
根
ざ
し
て
活
動
し

て
い
け
る
よ
う
、
相
談
や
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
生

協
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

の
報
告
を
共
有
し
た
り
、
学

習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
各

生
協
が
取
り
組
み
を
す
す
め

る
上
で
役
立
つ
情
報
を
共

有
・
発
信
す
る
拠
点
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
12
の
生
協
か

ら
18
人
の
委
員
が
出
席
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
委
員
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
顔
を

合
わ
せ
て
活
動
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
各
生
協
で

工
夫
を
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
様
子
を
委
員
会
で
共
有

し
、
各
生
協
の
取
り
組
み
に

活
か
し
て
い
ま
す
。

委
員
長
と
委
員
お
二
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た

委員長
金子 誉支江さん
グリーンコープ生協
ひろしま

委員
渡辺 理恵さん
グリーンコープ生協
おおいた

委員
日高 香織さん
グリーンコープ
かごしま生協

せ
ん
だ
い

く
に
さ
き

Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
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　日本は世界でも有数のエビ消費国。1960年代の
食品の輸入自由化以降、日本の輸入量は急増しまし
た。アジアの海域ではトロール漁により天然エビが乱
獲され、海の環境、生態系への影響が指摘されました。
1980年代に台湾で確立した養殖の技術が、インドネ
シアをはじめ東南アジアの国々に広がりました。

「薬漬け」「環境破壊の産物」と呼ばれていたエビ
　東南アジアの沿岸では各地でエビの養殖池を開墾
するため、森林が伐採されました。狭い池でたくさん
のエビを一度に養殖し（集約型養殖）、大量に与え
た人工飼料の食べ残しにより水が汚染され、病気が
蔓延しやすく、抗生物質を投与する必要がありました。
その水が排出されて周辺の環境も汚染しました。さら
に、加工場では黒変防止剤や酸化防止剤、保水剤も
使用されていました。このような商品は、現在でも広
く流通しています。

環境にやさしい昔ながらの養殖方法で
安心・安全なエビを
　ジャワ島東部でエビを育てていたハジ・アムナン氏
との出会いが、エコシュリンプが生まれるきっかけに
なりました。アムナンさんは「土地は子孫からの預か
りもの。次の世代へ引き継がなくてはならない」とい
う考えで、300年近く行われてきた魚の養殖方法（粗
放養殖）をエビ養殖に応用していました。粗放養殖で
育てる「エコシュリンプ」は、グリーンコープと関係団
体、ＡＴＪの協力のもと、1992年に誕生しました。

厳しい品質基準のもと
原料受け入れから加工まで一貫して管理
　当初は、粗放養殖で育てる生産者からエビを買い
付け、現地の協力工場に製造を委託していました。
2003年にATINAが設立。トレーサビリティの仕組
みづくりに取り組み、2013年に自社工場が完成し
たことで、生産者からの買い付けから加工まで一貫
して管理する態勢が整いました。現在も、ＡＴＩＮＡ
のスタッフが生産者との関係を深め、養殖工程を確
認・認証するシステムの強化に取り組んでいます。

エコシュリンプSTORY

511,728円

フードマイレージ

2020年10月の組合員数
（10/20現在）842827

2020年10月に組合員の
利用によってたまったのは

2020年10月に組合員の
利用によってたまったのは

2009年9月からの累計は、
822,356,449.1ポコ

2020年9月分（回収率）
リユース、リサイクルデータ

牛乳びん
回収率

102.2%

リユースびん
回収率

80.9%

モウルドパック
回収率

97.7%

トレー
回収率

32.1%

仕分け袋
回収率

11.6%

カタログ
回収率

57.3%

CO2に換算して
757トンを削減した
ことになります

アジア民衆基金

pocopoco
7,566,996.1

2009年4月からの累計は、
78,258,653円

エコシュリンプエコシュリンプ自然の循環の中で
生みだされる

エコシュリンプはブラック
タイガーという品種。しっ

かりとした食感とコ
クのある味わい
が特長です。

ホームページで
産地の様子の
動画をアップ！

エコシュリンプが育てられているのは、インドネシアの３地域にある養殖池。海水と淡水が
混じる汽水域にあります。写真はジャワ島シドアルジョの養殖池。周辺には川が流れ、マン
グローブが茂る自然豊かな環境です。手前はエビ収穫用の竹製の仕掛け。

ATINAのスタッフと生産者は環
境改善に取り組むNGO(KOIN)
を立ち上げました。近隣地域の
ゴミ問題を解決するため、ゴミ回収のシステム作りに取り組
んでいます。また、養殖池のために乱開発された周辺の環境
を守るため、マングローブを植林しています。

ＡＴＩＮＡのエコシュリン
プ製造工場は、インドネ
シアの全国水産コンテス
トで、ＨＡＣＣＰ・トレー
サビリティ部門の最優
秀賞を受賞するなど、高
い評価を得ています。
※国際的に認められた製品の安
全を確保する衛生管理の手法

新鮮だから生きてるうまみとプリプリ感

天然に近い環境で育つから安心・安全

　産地１回凍結で、解凍や再冷凍していません。新鮮
さが保たれ、エビそのものの美味しさと食感が楽し
めます。見栄えを良くするための黒変防止剤や、プリ
プリの食感を出すための保水剤は使用しません。

アジアの人 と々の支えあい
　エコシュリンプは、民衆交易によってＡＴＩＮＡ、
ＡＴＪを通して輸入されています。南(開発途上国)の
人々の産業を支援し自立を応援することによって、
北(先進国)の私たちは安心・安全な食べものを手に
入れることができます。
　エコシュリンプの価格は生産・流通・消費それぞ
れの段階で明確。公正な価格で取引することで、生
産者が養殖を続け、安定した収入を得ることにつな
がっています。
　一般市場では、日本
の消費者、商社、現地
の加工工場それぞれ
にとって、エビがどこ
から来たのか見えな
い構造になっている
のが実情です。

環境と生態系を守る持続可能な養殖方法
　エコシュリンプの養殖池では、地元で人気の魚バ
ンデンも養殖されています。周りの川や海から来る
小さな生き物も共存する、自然に近い環境です。
　人工飼料を与えずに育てるため、残渣による養
殖池の汚染などもありません。水の入れ替えは、主
に潮の干満などを利用して周辺の河川から無理な
く取水するため、周辺環境への負荷も非常に少な
く、生態系を守ることにつながっています。
　収穫の合間には養殖池の手入れを行います。親
子代々受け継がれる養殖池もあり、持続的な養殖
が可能です。

　エコシュリンプは、養殖池に棲んでいるプランク
トンや小さい虫、水草など、豊富な天然のエサを食
べて育ちます。１㎡あたり３尾ほどのゆったりした
環境で、密飼いによる病気の蔓延がなく、抗生物質
の投与も必要ありません。
　エコシュリンプの工場では徹底した衛生管理のも
と加工・製造され、厳しい検品を経て日本に船便で
輸送されます。

組合員がエコシュリンプを利用する際、本体価格とは別に寄付金
として100ｇあたり5円を拠出し、アジアの人々が自立するために
融資する「互恵のためのアジア民衆基金（APF）」としています。

2016年のAPF総会の際、生産
者と組合員が交流した様子。

※１　グリーンコープをはじめとする生協や市民団体が設立した
民衆交易を行う会社

※２　ＡＴＪが１００％出資して設立したインドネシアの現地法人

※

エコシュリンプと人の流れ

組合員エビ生産者

ATJ

グリーンコープ

日 本

ATINA

（エビ集買人）

インドネシア

生産者とATINA、ATJ、グリーンコープは、
相互の関係性を大切にしています。

※１

※2

　エコシュリンプは、インドネシアで古くから行われている
養殖方法で、天然のエサを食べて育ちます。組合員の「子ど
もたちが安心して食べられ産地にも負荷をかけない方法で
育てられたエビが食べたい」という願いから、民衆交易の商
品として生まれました。
　エビ本来のうまみとプリプリの食感が生きたエコシュリン
プ。いつもの食卓はもちろん、クリスマスやお正月のおもてな
し料理もお洒落に彩ります。

　エコシュリンプは、インドネシアで古くから行われている
養殖方法で、天然のエサを食べて育ちます。組合員の「子ど
もたちが安心して食べられ産地にも負荷をかけない方法で
育てられたエビが食べたい」という願いから、民衆交易の商
品として生まれました。
　エビ本来のうまみとプリプリの食感が生きたエコシュリン
プ。いつもの食卓はもちろん、クリスマスやお正月のおもてな
し料理もお洒落に彩ります。

撮影者 山本宗補

調理例
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